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　７－１　施工を始める前に

１）事前現場調査の重要性

　 外壁工事を手際よくスムーズに進め、不具合の発生を防ぐためには事前の現場調査は大変重要です。

　 また、住宅品質確保法などによる迅速な紛争処理のための瑕疵責任の考え方として、前工事の欠陥を

　 見過ごした場合は、後工事の請負業者に責任があるという判断を示された例があります。

　①事前調査の目的

　●モエンや資材のロスを低減させる。

　●作業員の作業能率を十分に引き出すように段取りする。

　●指定部材や必要な関連部材、関連作業を確認し作業手順を整える。

　●標準施工マニュアルで細部の納まりを確認する。

　●資材仮置き場や現場加工スペースを確保する。

　●躯体の状況と前工事の仕上がり状況を確認し、不備があれば指摘する。補修部分の修正が完了する

　　 まで工事の開始を調整する。

　以上のように事前調査は大変重要で責任を問われる事項もあります。また、工事の利益を左右する大切な

　要素を含んでいます。

　②事前チェックリストなどの活用

　　 「事前チェックリスト（例）」（Ｐ２６０）などの書類を活用することによって、比較的手際よく事前調査を行う

　　 ことができますので、参考にしてください。

　　 実際の工事現場は前工事の施工中であったり資材の出し入れがあったりと、落ち着いてチェックしにくい

　　 場合が多いです。そのため、このようなチェックリストを用意しておくことで、確認もれを防止し、必要な

　　 事前準備を確実に行うことができます。

２）躯体の状況確認

　 ●土台・柱・間柱・梁などは、不陸がないか確認してください。また、緊結金物類について、特にボルトなど

　　　は躯体から飛び出していないか確認してください。
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　７－１　施工を始める前に

●プレート類の緊結金物は厚みがあるため、その上から胴縁を取り付けることができません。

　 必ず避けて胴縁下地組みを行ってください。また、割り付けを事前に確認し、極力モエン本体どうしの

　 左右接合部（主にシーリング目地）を設けないようにしてください。万一、モエン本体どうしの左右接合部

　 とプレート類（※）が干渉する場合は、スペーサーなどで調整してください。

　 ※プレート類：山形プレート・筋かいプレート・ＣＰＴ金物・帯鉄金物（枠組壁工法）など
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防水紙

縦胴縁
（プレート類を避ける）

山形プレートなど

縦胴縁

7.5㎜厚調整材（現場調達品）
（出隅部）

●１２０㎜角の柱と１０５㎜角の柱、間柱が混在する芯あわせの場合は、１０５㎜角柱に７．５㎜厚程度の調整

　 材（現場調達品）を入れて、胴縁下地組みの調整を行ってください。

　上図以外の内寸あわせや通気留付金具による施工の場合、出隅部で通気層の厚みが異なりますので、

　施工方法については最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。
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